○マジカルソビエト

なんだかソビエトっぽい風景。

クレムリン宮殿。

○マジカルソビエト・食堂

広い食堂で、食事をしているのはスターリン（おっさん）一人。その背後に控えている少年は、ヴォローシロフ。

かちゃかちゃと、ナイフとフォークを動かしているスターリン。

以下、スターリンが喋っている時、スターリンの口元は映されない。

　ヴォローシロフ「報告します、スターリン同志」

　スターリン「うむ」

スターリン、ステーキを口に運ぶ。口に入れる直前で、ハンバーガーに噛み付く幼女のシルエットに変わる。

ヴォロー、冷静に。

　ヴォローシロフ「リティは、無事人間界へと到着。赤井邦道との接触に成功しました」

　スターリン「ほう」

　ヴォローシロフ「ただその際、枢軸側の尖兵と交戦があった模様です」

　スターリン「勝ったのならば、問題あるまい」

スターリン、ステーキを口に運ぶ。口に入れる直前で、ハンバーガーに噛み付く幼女のシルエットに変わる。

ヴォロー、冷静に。

　ヴォローシロフ「はっ」

食事を続けるスターリン。

ヴォロー、砕けた感じで。

　ヴォローシロフ「現在枢軸が派遣している魔女については不明な点も多く、接触した時の結果は未知数です。リティの派遣は、時期尚早だったのではないでしょうか」

　スターリン「心配性は相変わらずだな。……枢軸側の魔女は、なんといったか」

　ヴォローシロフ「ノイジーです。手斧を魔法の杖とする魔女、ノイジー舞ノリティ」

　スターリン「ふむ、そんな名だったか」

　ヴォローシロフ「キムの作戦の悉くを退けたのは彼女です。油断は出来ません」

　スターリン「その程度の張り合い、なければこちらが困る」

スターリン、ステーキを口に運ぼうとして落とす。　　　　　　　ゆっくり落ちた肉、絨毯を汚す。

幼女のシルエット、目を光らす。レッドカードを取り出して。

　スターリン「粛清」

　スターリン（？）「ひいっ！」

怯えた顔のスターリン。床に穴があき、落ちていく。どこまでも。

幼女――本物のスターリン、ハンバーガーを食べながら。

　スターリン「ふん」

ヴォロー、冷静に。

　ヴォローシロフ「スターリン同志」

　スターリン「さっきから堅苦しいぞ。お姉さんで構わん」

　ヴォローシロフ「――リン姉さん」

ヴォロー、顔を上げて。

　ヴォローシロフ「それ、美味しい？」

　スターリン「ご馳走だ」

ハンバーガーに噛み付く。

扉の向こう。立ち聞きしているプレハーノフ。

○邦道の大学、ＰＣルーム

光る斧。

お菓子（トッポ）を食べている少女の口元。頬のあたりを金髪が揺れる。

喉を鳴らしてトッポを呑み下す。

　ノイジー「あっれー」

そこでようやく、場所がPCルームだと分かる。ディスプレイを覗き込むノイジー。

　ノイジー「失敗したの？　失敗しちゃったんだ。――ひょっとして、マジカルソビエトから新しい人が来たのかな？」

窓から吹き込む風が、彼女のツインテールを揺らす。

　ノイジー「ちょーっと、面白くなってきたかも！」

ノイジー、不敵な笑み。

○邦道の家

布団の中で目を覚ます邦道。

目の前で、リティがすやすやと寝息を立てている。

　邦　道「…………」

邦道、暫し寝起きでぼうっとして。

　邦　道「……うわぁああああっ！？」

跳ね起きて座ったまま後ずさり、背中の壁にぶつける。

　邦　道「な、な、な……！」

一通り慌てた後。

　邦　道「……そうか、昨日……」

ようやく落ち着き、まともにリティを見る。

　リティ「すぅ……」

着替えもせず、魔女の格好のまま寝ているリティ。

○住宅街

　テロップ『昨日、夕刻』

並んで歩いている邦道とリティ。

　邦　道「それにしても、魔女に魔法か。不思議なことってあるもんなんだな」

リティ、邦道の斜め後ろを俯いて歩いている。

　邦　道「マジカルソビエトだっけか。そんな世界があるなんて……」

邦道振り返らない。息の荒いリティ。

　邦　道「それに、マジカル枢軸か。日本を右傾化しようなんて、とんでもないやつらだ」

リティ立ち止まって、ノートに何か書き始める。

　邦　道「な、もっとリティ達のこと教えてくれよ。異世界のこととか、魔法のこととか。それに……俺に一体何ができるのか」

返事がない。

　邦　道「リティ？」

振り返る。リティ、ふらついてマジックとノートを取り落とし。

倒れた。

　邦　道「リティ！」

抱きとめる。

　邦　道「おい、どうした！　おい！」

　リティ「くー……」

寝てる。

　邦　道「…………。どうすんだ、これ……」

夕焼けの空は、当たり前だが赤い。

○挿入

サイレンが『回想終了』の立て札を持っているクレヨンで描いたような一枚絵。

○赤井邦道の家

床に落ちたノートには、『魔力、使いすぎ。少しねむ～』文字途中で途切れている。

邦道、自分の顔に手をやって。

　邦　道「ったく気持ち良さそうに寝やがって」

リティの口。

　邦　道「それにしても」

リティの肩。リティの足。

　邦　道「なんて無防備に……」

真っ赤になって首を振る。

　邦　道「何考えてるんだ俺は！」

時計鳴る。邦道、時計を引っつかんで睨みつけ。

　邦　道「うるさい！」

時計とまる。

　邦　道「……」

邦道、目を逸らして立ち上がり。

　邦　道「頭冷やすか」

○新聞集配所

入る邦道。中を見渡して。

　邦　道「あれ、朝日は？」

　男　　「築地の嬢ちゃんか？　そういや見てねえな」

　邦　道「そうですか。……珍しいな」

呟きながら、仕事の準備に掛かる。

　邦　道「――風邪でも引いたんですかね」

　男　　「さぁなぁ」

黙々と、作業。

○住宅街

しきりに自転車の後ろを気にする邦道。

○朝日の部屋

デジタルの時計、土曜日、十二時前。

ピンクを基調にした、意外にファンシーな部屋。ぬいぐるみが多い。実のところ、左翼的な物はあまりない。

ベッドの上、枕を抱いて寝転がっている朝日。物憂げな表情。

扉の向こうから、声。

　母　親「いつまで寝てるの？　もうすぐお昼よ」

返事せず、ぎゅっと枕を握り締める朝日。

　母　親「もう……」

顔を上げて去っていく足音を聞く。

　朝　日「……はぁ」

嘆息。

と、携帯なる。だるそうに、寝転がったまま腕を伸ばして携帯をとる。

　朝　日「……はい」

○圭の部屋

　　　　　　　こちらは、ばりばり右よりの部屋。きちんと整頓されている。本が多い。嫌韓流とか。

　　　　　　　圭、机の上に雑誌を開いて。

　圭　　「もしもし、朝日？　今日、予定空いてるかな。良かったら一緒に買い物行こうかなって」

　朝　日『……ごめん』

　圭　　「あ、ううん。無理だったらいいの。私も、ちょっと急だったかなって――」

　　　　　　　つーつーつー。

　　　　　　　瞬きして、携帯を見る。

　圭　　「朝日？」

○朝日の部屋

携帯の電源を切る朝日。

そのまま、暫くうだうだ。

上半身を勢いよく起こして。

　朝　日「あー、もうっ！」

テンポ良く着替えながら。

　朝　日「こんなの、全然あたしらしくないじゃない！　そうよ、悩む暇があったらまず行動！　直接あいつに聞けばいいのよ！　言葉は力なんだから！」

鏡の前に立って胸を張る。

　朝　日「大体、あいつに彼女が出来たからって何であたしが凹まなきゃいけないのよ！」

一話ラスト。抱き合っている邦道とリティ。

　朝　日「あいつに、彼女が……」

自分で言って暗くなる朝日。

ばしん、と両頬を叩いて気合を入れる。

　朝　日「よしっ！」

部屋から出て行く朝日。

　朝　日「お母さん。ちょっと出かけてくるー」

○公園

道を行く邦道。家族連れが楽しそうに歩いていく。

花を持って歩く邦道。

　邦　道「……」

○墓

揺れる花。

墓にかかれた文字、赤井家代々の墓。

お供え物のお菓子はロッテ製品。

　邦　道「迷ったりして、ごめん。馬鹿だよな、自分勝手に絶望して。俺は、俺一人のために戦ってたわけじゃないのに。でも、もう迷わないよ」

顔を明るくして。

　邦　道「俺にできることを見つけたんだ。幸せな世界を作るために、できることを。だから――」

言葉を切り、真面目な顔で。

　邦　道「父さん、母さん。二人が望んだ世界は、俺が造るから」

風が出てくる。

　邦　道「お前が生きるはずだった世界は、俺が護るから」

無音。『舞』の形に口が動く。

○駐車場

すぐ傍で工事中。

目を閉じ、指を振るノイジー。指の先に大きな鏡のようなものが浮かびあがる。

鏡の表面に留守電の文字が点滅。

　留守電「（ゲッベルスの声）ごめんなさい。今、忙しくて出られないの。ご用のある人は、発信音の後に――」

鏡消滅。力を抜くノイジー。。

　ノイジー「もう、こんな時に何やってるんだろ。しかたないなぁ」

ノイジー、斧を振り上げてにやり。

　ノイジー「いいよ。好きにやらせてもらうんだから」

○住宅街、朝日の家

　邦　道「出かけた？」

玄関先で、朝日の母親と会話している邦道。なにやら大ぶりの荷物を持っている。

　母　親「ええ、邦道君の家に行くって言ってたんだけど、途中で会わなかったかしら」

　邦　道「いえ。…ありがとうございました、一度帰ってみます」

　母　親「ごめんなさいね、せっかく来てくれたのに」

軽く挨拶をして、別れる。

邦道、住宅街を歩きながら。

　邦　道「…朝いなかったと思ったら、うちに？　何考えてるんだよ」

はっとして、立ち止まる。

回想、今朝のリティの寝姿。

青くなる邦道。

　邦　道「やばいっ！」

全力で走り出す。

向こうから歩いてくるノイジー。トッポを咥えながら。

すれ違う二人。

と、ノイジー振り返って邦道の後ろ姿を眺める。口のお菓子を飲み込み。

　ノイジー「あれ、今の人…」

　カメンスキー「ほう。何か感じるところがあるのか、あの男に」

声に振り仰ぐ。空中にオペラ座の怪人のような仮面をつけた男が立っていた。

ノイジー、一瞬迷い。

　ノイジー「あ、仮面好き！」

　カメンスキー「仮面好きではない！」

男、マントを大きく振る。

　カメンスキー「私の名はカメンスキーだ！」

　ノイジー「そうだっけ？　そうだったかも。まぁいいよね。それで何の用？　仮面好き」

　カメンスキー「カメンスキーだ！」

地面に降り立つカメンスキー。

　ノイジー「雄弁の魔女よ、教えてやろう。マジカルソビエトの新たな刺客について」

○邦道の家、玄関前

口を結んで立ってる朝日。

ドアを開ける。

　朝　日「入るわよ」

靴を脱いであがる。

　朝　日「んしょ」

誰もいない。

　朝　日「邦道？」

と、シャワーの音。

○挿入

シャワーを浴びている人影

○邦道の家

朝日、とてとてと風呂場に近付きながら。

　朝　日「お風呂？」

風呂場の傍、壁にもたれかかる。

風呂の中を気にしつつ、嘆息。

　朝　日「……あ、あのっ。邦道！」

○挿入

シャワーを浴びている人影、びくりとする。

○邦道の家

朝日、赤くなって。

　朝　日「ねえ……聞きたいことがあるんだけど。　……その！」

がらがしゃん。と風呂場から音。

はっとする朝日。

　朝　日「邦道！？」

思わず、風呂のドアを開ける。

風呂場。濃い湯気。ふー、びっくりしたといった感じのリティ。

リティ、顔を上げる。

　二　人「……」

見詰め合う二人。

　朝　日「……誰？」

朝日の問い掛けに、リティは慌てて立ち上がり。

足を滑らしてひっくり返り、頭を打つ。

○住宅街

息を切らせて走っている邦道。

肩に大きな荷物を担いでいる。

○邦道の家、玄関前

邦道、急停止。

ドアノブに手をかけ、動きを止める。

　邦　道（まて、考えるんだ。ここに来るまで朝日には会わなかった。ということは、あいつは既に中にいる可能性が高い。つまりだ）

滝のような汗。

ドアノブから手を離す。ドアに背を向け。

　邦　道「逃げよう」

ばん！

激しい音を立てて扉が開く。

恐る恐る振り返れば、不機嫌な朝日が立っていた。

　朝　日「どこ行ってたの」

　邦　道「いや、その、まあ」

　朝　日「まぁいいわ、とにかく入って」

　邦　道「…それなんだがな、自分を探すために、半年ほど旅に出ようと思うんだけど」

　朝　日「奨学金、打ち切ってもいいの？」

　邦　道「う……」

　朝　日「いいから入りなさい」

頷く他ない。

中に入れば、何故か邦道のベッドで邦道のパジャマを着て、リティが寝ていた。髪が濡れている。

　朝　日「座りなさい」

床を指差して、命令する朝日。

　朝　日「説明、してくれるんでしょうね」

顔を引き攣らせる邦道。

正座している邦道。すぐ左前で椅子に座っている朝日。目が据わっている。

長い沈黙。

　朝　日「――それで。弁解は？」

息を呑む邦道。

　邦　道「その……」

　　　　　　　顔を上げ。

　邦　道「……実は、親戚の子が遊びに――」

　朝　日「あんたに、親戚なんていないでしょ」

　邦　道「そ、それはまぁそうなんだが、こういう場合は親戚って言うのがお約束って言うか、それで丸く収めてくれると俺としても嬉しいかなって――」

拳が飛ぶ。

拳を握ったまま、倒れた邦道を見下ろして。

　朝　日「それで納得すると思うの？」

　邦　道「……思いません……」

　朝　日「いいから、本当のことを話しなさいよ！」

邦道、体を起こしながら。

拳を握ったまま、倒れた邦道を見下ろして。

　邦　道「えっと……」

目が泳ぐ

　邦　道「朝歩いてると、急に空から降ってきて」

　朝　日「はぁ！？」

　邦　道「いや！　やっぱり竜巻と共に現れて？　いやいや未来人、それとも宇宙人？　超能力者……は関係ないか。実は動物が人間に変身……」

　朝　日「もういい！」

朝日、俯いて。

　朝　日「もういいわ」

　邦　道「あ……」

立ち上がる朝日。

　朝　日「あたしには、言えないんだ」

立ち上がる邦道。

　邦　道「おい……？」

　朝　日「そうよね。別に邦道に彼女が出来たって、あたしには何の関係もないもんね。幼馴染なんていっても、ただ親同士が仲良かっただけだしね！」

　邦　道「お、おい……」

　朝　日「悪かったわね、邪魔して」

出て行こうとする朝日。

邦道、追いすがる。

　邦　道「待てって！　詳しい事情は言えないけど、お前が考えてるようなやましいことは何もない！　信じてくれ！　こいつは、リティは俺の……」

振り返る朝日。目に涙を溜めて、力の限り叫ぶ。

　朝　日「バカっ！」

走っていってしまう。

　邦　道「朝日！」

追いかけようとした時、家の中から物音が聞こえてくる。

様子を見ると、リティが起きていた。転がっていたゴミ箱を蹴倒したらしい。

呆然とした顔で邦道を見ている。

　邦　道「リティ、起きたのか……ってか、何で俺のパジャマ？」

すると、突然リティが涙目になって謝り倒しはじめる。

　邦　道「お、おい？　どうした、何で謝るんだ？」

　リティ『（ノートに）私のせいで、彼女さんとけんかを』

　邦　道「待て待て！　あいつはただの幼馴染で、そういうんじゃないから！」

　リティ「？」

　邦　道「意外そうな顔するなよ……。まぁなんにしろ、誤解は解かないとまずいな」

申し訳なさそうなリティ。

邦道、リティの頭に手を置き。

　邦　道「お前は悪くないよ、俺が迂闊だったんだ」

うっすら頬を赤くするリティ。

リティ、壁に立てかけられた荷物に目が行く。その視線に気付いた邦道。

　邦　道「ああ、これか？」

包装された薄い板状のそれを、リティに手渡す。

　邦　道「お前に買ってきたんだよ。開けてみな」

リティ、目をぱちくりさせて荷物の包装を解く。出てきたのは、スケッチブック。

　邦　道「ノートより、そっちのほうが書きやすいだろ」

リティ、目を輝かせて邦道を見てから、スケブに何か書き込む。

一ページ目に書かれた内容は、『ありがとうございます』。

　邦　道「気にするな。半分は俺が会話しやすいように買ってきたんだから。……そうだ」

スケブの入っていた袋から、カップアイスを取り出す。

　邦　道「これもやるよ」

渡されたリティ、邦道を見上げる。

　邦　道「朝のバイトに朝日のやつが来なかったから、風邪でも引いたのかと思ってさ。見舞いにって買ったんだが……そんな状況じゃなくなっちまったしな」

じっとアイスを見ていたリティ、邦道に菓子をつき返す。

　邦　道「え？」

意志のこもった目で邦道にアイスを突きつけるリティ

戸惑い見返す邦道。

○公園

ジャングルジムのてっぺんに座っているノイジー。

膝の上にノートパソコン。ノイジーは触れていないのに、パソコンの画面は次々切り替わっていく。

　ノイジー「世の中には、良い人ばっかり。話し合えば解かり合える。人は平等に出来ている」

ノイジー笑顔。

　ノイジー「武器を捨てれば襲われない。援助をすれば感謝される。日本が戦争に負けたのは、日本が悪い国だったから！　嘘嘘嘘、ぜーんぶうそ。それに気付いた人たちには、間違いを正す義務がある。でも喚きたてれば潰される。いいよ、主張する場所は、私たちが用意してあげる！」

ノートパソコンが光に包まれ、空中に浮き上がる。

　ノイジー「おいでネトウヨ！　匿名のネット空間で、思う存分暴れちゃえ！」

パソコンから這い出てくる、人型の影。ネトウヨたち。

ノイジーにやり。

　ノイジー「リティも早く来ればいいのに。マジカル枢軸の力、見せ付けてあげるんだから！」

○朝日の部屋

ベッドに寝転がっている朝日。

　朝　日「ばか……」

寝返り。

ノックした後、ドアを開けて入ってくる朝日の母親。

　母　親「朝日」

　朝　日「……」

　母　親「邦道君が来てるわよ」

　朝　日「知らない」

母親、溜息。

　母　親「……今度はどうして喧嘩したのか知らないけど、自分のこともなんとかできないようじゃ、お父さんみたいに国同士の掛け橋になることなんて出来ないわよ」

　朝　日「喧嘩なんてしてない」

　母　親「じゃあ、あなたが一人で怒ってるのかしら？」

　朝　日「怒ってないってば！」

　母　親「もう……子供じゃないんだから」

　　　　　　　母親、朝日に紙袋を手渡す。

　朝　日「え？」

　母　親「邦道君が、あなたにって」

きょとんとして受け取る朝日。

　母　親「早く仲直りしなさいね」

言いながら出て行く母親。

その背中を見ていた朝日、紙袋から一枚の便箋を取り出す。

そこに書かれていた内容。

　手　紙『（邦道の声）朝日、落ち着いて聞いてくれ。あの子の名前はリティって言って、日本の右傾化を防ぐために遠くからやってきたんだ。詳しい事情は話せないんだが、泊まる場所がないから一時的に面倒を見てただけなんだ。それだけだから。やましいことは、絶対に何もない！』

　朝　日「ばか……」

　手　紙『（邦道の声）リティは、俺の恩人なんだ。俺が迷ってた時、道を照らしてくれた。今度は俺が協力してやらなきゃいけないんだ。だから、暫くリティを家に置くことを認めてくれないか？　
　　　　　……頼む』

紙袋には、カップアイスも入っていた。

掬い、口に運ぶ朝日。

　朝　日「なによ……全部溶けてるじゃない……」

○住宅街

並んで歩いている邦道とリティ。

　邦　道「あいつ、手紙ちゃんと読んでくれるかな。……読んでも、信じてくれるかはわからないんだけど」

リティ、邦道の前に回りこむ。

　リティ『（スケブ）きっと分かってくれます』

　邦　道「だといいけどな」

また横に並ぶリティ。心から分かってくれると信じている顔。

突然、ぴきーんと何かがリティの頭に走る。

明後日の方向を向くリティ。

　邦　道「どうした？」

邦道の言葉を無視して走り出す。

　邦　道「おい！」

追いかける邦道。

○児童公園

ブランコや砂場に、男たち（ネトウヨ）がノートパソコンを手に座っている。

そこに現れるリティと邦道。

　邦　道「あいつら……」

男たちを見て。

　邦　道「まさか、マジカル枢軸の？」

頷くリティ。

ノーパソのディスプレイには、右翼的書き込み。

リティ、唇は動かさずに喋る。

　リティ「子供たちのための遊び場で、そんな邪悪な活動をするなんて許せない！」

杖、AK47に変わり、ネトウヨ達を遊具ごと破壊していく。

一通り倒し終わり。

　邦　道「終わったのか」

首を振るリティ、AK47をジャングルジムのてっぺんに向ける。

逆光の中、胸を張って立っているノイジー。

　ノイジー「やっと来たんだ！　待ってたんだから！」

撃つリティ。斧を一振りして、風圧で弾くノイジー。

　邦　道「なっ！」

リティの攻撃によってネトウヨが落としたノーパソ（弾痕つき）、NOISE　ONLYの表示と砂嵐に切り替わる。

ノイジー、目が陰になった不敵な笑みから満面の笑みに変わる。

　ノイジー「はっじめまして！　アタシはマジカル枢軸のノイジー舞・ノリティ！　雄弁の魔女なんて呼ばれることもあるかな？　石平市の右傾化活動を任されてるの、でも覚えなくていいよ」

身を乗り出し。

　ノイジー「あなたはここで消えるんだから！」

リティに飛び掛るノイジー、斧とAK47で鍔迫り合い。

　邦　道「リティ！」

弾かれ、飛び退くノイジー。邦道の前に降りる。

　ノイジー「あなたが、リティのパートナー？」

　邦　道「え、あ……」

じっくり見つめ

　ノイジー「ね。どこかで会った事あるかな？」

　邦　道「え……？」

と、飛び上がって逃げるノイジー。今までノイジーのいた空間を、銃撃が通り過ぎる。

尻餅をつく邦道。

　邦　道「あ、危ねえ……」

銃を抱えて謝るリティ。

ノイジー、再びジャングルジムの上。

　ノイジー「聞いたよ、あなたマジョリティの味方なんだって？」

睨む目。

　ノイジー「歴史を見てよ。多数派なんて間違いだらけ。本当に正しいのは、少数派の方なんだから！」

壊れたノーパソ、ノイズの音量を上げる。ノイジーの斧に電気が宿る。

　ノイジー「だから……大人しく、あたしに倒される！」

攻めかかるノイジー。

　リティ「マジョリティの、みんなの想いは間違いなんかじゃない」

迎え撃つ。

　リティ「多数のサイレントマジョリティを考慮に入れて決定します。……死刑！」

リティ石田化。

石田VSノイジー。風と光が吹き荒れる。顔を覆う邦道。

吹っ飛ばされたのはノイジー。

石田は無傷。見下ろして。

　石　田「少数派の君は、多数派のぼくには勝てない。あたりまえの話だよね」

ノイジー、悔しそうな顔。

止めを刺すため構える石田。

爆発するノーパソ。煙で視界が遮られる。

晴れたときには、もうノイジーはいなかった。

　邦　道「逃げたのか」

邦道が見ると、もうリティに戻っていた。頷く。

　邦　道「マジカル枢軸の、ノイジー……」

そこに人影。

　朝　日「……何よ、今の……」

はっとする。そこにいたのは、目を丸くした朝日。

そんな邦道たちを見下ろしている影、カメンスキー。

　カメンスキー「ふん、役立たずが」

○高速道路、高架下

交通量が多く、時折トラックなどが轟音を立てて走る。

ノイジーが指を突き出すと、姿見が現れる。その表面が光り、ゲッベルスの姿が浮かぶ。

　ゲッベルス「あら、ノイジー」

　ノイジー「先生！」

勢い込むノイジー。

　ノイジー「聞いてよ！　マジカルソビエトから新しい魔女がやってきて、アタシたちの邪魔してるの！　これがもうすっごいむかつくんだから！」

　ゲッベルス「あら、それであなたは負けたのね」

　ノイジー「う……」

ノイジー、服ぼろぼろ。

　ゲッベルス「負けたのよね？」

　ノイジー「ま、負けじゃないんだから！　勝負はこれからなの！」

　ゲッベルス「はいはい。……大丈夫？　治療が必要な怪我はない？」

　ノイジー「うん、それは平気。もう、あのリティっていう魔女。次は絶対負けないんだから！」

　ゲッベルス「リティ……」

ゲッベルスの顔色が変わる。

　ノイジー「でも、どうして昼に連絡したときには出てくれなかったの？」

　ゲッベルス「え……ええ。ヒトラー様の治療が最終段階でね、その準備で忙しかったのよ」

　ノイジー「アディ姐さんが治ったの！？」

喜色満面。ゲッベルスも微笑んで。

　ゲッベルス「これでもう、私たちに怖いものはないわ。あなたも、一度戻っていらっしゃい」

　ノイジー「いやったぁ！！」

　ゲッベルス「ふふ。ところでノイジー」

　ノイジー「何、先生」

　ゲッベルス「次からは、もう少し静かな場所から連絡をくれないかしら」

高速道路を行き交う車。

○マジカル枢軸

ゲッベルス、通信を切ってから物思いにふける。

　ゲッベルス「リティ……そう、現れたのね。サイレント魔女が」

○アトリエ

片目に包帯を巻いたドレスの女性が、絵を描いている。廃墟の絵。

筆を置く。天井を見る。

　ヒトラー「――六十年。ただ、空虚だった」

部屋にある絵は、すべて廃墟。大切そうに飾られた一枚だけ、天使の絵。

　ヒトラー「だが歯車は回りだした。声を上げねば喉が腐る。目を開かねば眼が腐る。歩き出さねば、足が腐る」

赤い筆をとり、絵にサインをする。アドルフ・ヒトラー。

真っ赤な鉤十字を、キャンバス全体に描きこむ。

　ヒトラー「戦いを拒めば、心は腐り地に落ちる」

包帯が落ちる。立ち上がる。歩き出す。ドレスが翻り、画面を覆う。

一瞬後、軍服を着て歩いているヒトラーの背中。

　ヒトラー「行くぞ」

銃を持った人影。

　ブッシュ「YES！」

和服の人影。

　コイズミ「はい♪」

暗い瞳のヒトラー。

　ヒトラー「世界のすべてを、奪い尽くすために」

　　　続く

